
本多 静雄氏 
 
古陶磁研究家・科学技術者・実業家 
日本で初めて施釉陶器を焼成した猿投窯の発見者。 
豊田市民芸館の設立に貢献 
豊田市名誉市民。 

「青
せい

 隹
すい

 談
だん

 義
ぎ

」 

 

 

申込み方法 １月５日（土）より必要事項を明記のうえ、電話、FAX、ＰＣメールで 

 豊田市民芸の森までお申込み下さい。 

＜必要事項＞ ○講座名 ○氏名（ふりがな） ○参加希望人数  

 ○電話番号（日中連絡の取れる電話番号）○FAX番号（FAX で申込みの方のみ） 

平成 30 年度 民芸の森 市民文化講座案内 

≪申込み・問合せ≫ 

豊田市民芸の森 〒470-0331豊田市平戸橋町石平６０－１ 

Tel.0565-46-0001  Fax.0565-46-0043 

E メール  mingeinomori@city.toyota.aichi.jp 

矢作川を望む平戸橋に広がる閑静な森。 

この森は、豊田市名誉市民の故本多静雄氏（1898～1999 年）の旧邸跡で、平成 28 年 

4 月に「民芸の森」としてオープンしました。「民芸」や「本多静雄氏」について知りたい人、

学びたい人を対象に講座を開催します。皆さまぜひご参加ください。 

 

 日 時：平成 31 年 1月 20日(日) 午後 2時～3 時 30分 

 ゲスト：元名古屋民藝協会 会員 八木 祥二氏 

 内 容：本多氏が創設した「素玄会」を引き継いだ「美の美会」 

      事務局長としての立場から、民芸のお話を伺います。 

 会 場：平戸橋いこいの広場 １Ｆ多目的室（豊田市平戸橋町波岩 10番地） 

    定 員：先着 40 名    参加費：無料 

 

「青隹」とは、本多静雄氏が名の「静」の扁
へん

・「青」と「雄」の旁
つくり

・「隹」をとって雅号 

として使用していたものです。 

本多静雄氏のゆかりの方々や地域の方から話を聞き、氏の功績や人柄、エピソードを後世

に伝えていくとともに地域に埋もれた歴史を再発見します。 


